
 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

     

Ｊ
Ｒ
・
大
手
私
鉄
の
精
神
障
が
い
者
へ
の

交
通
運
賃
割
引
が
実
現
！

都
連
会
長

眞
壁

博
美

４
月
１１
日
、
精
神
障
が
い
者
運
賃
割
引

を
適
用
し
て
い
な
か
っ
た
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ

と
大
手
私
鉄
が
制
度
導
入
を
発
表
し
ま
し

た
。「
み
ん
な
ね
っ
と
」
か
ら
の
連
絡
よ
り

先
に
、
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
、
夢
じ
ゃ
な

い
か
と
、
思
わ
ず
頬
を
叩
き
ま
し
た
。
こ

れ
で
、
２
０
２
５
年
４
月
に
は
、
Ｊ
Ｒ
グ

ル
ー
プ
６
社
と
大
手
私
鉄
１６
社
（
東
武
、

西
武
、
京
成
、
京
王
、
小
田
急
、
東
急
、

京
急
、
東
京
メ
ト
ロ
、
相
鉄
、
名
鉄
、
近

鉄
、
南
海
、
京
阪
、
阪
急
、
阪
神
、
西
鉄
）

が
揃
っ
て
、
精
神
障
が
い
者
の
運
賃
割
引

を
導
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
運
動
の
経
緯

み
ん
な
ね
っ
と
で
は
、
２
０
１
４
年
６

月
５
日
第
７
回
定
期
総
会
で
「
身
体
・
知

的
障
害
者
同
等
に
交
通
運
賃
割
引
制
度
の

適
用
を
求
め
る
決
議
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

そ
し
て
「
Ｊ
Ｒ
な
ど
交
通
運
賃
割
引
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
、

全
国
の
家
族
（
会
）
が
力
を
合
わ
せ
て
取

り
組
む
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
２
０
１
４
年
１２
月
～
翌
年
２

月
全
国
４７
都
道
府
県
の
家
族
・
当
事
者
を

対
象
に
交
通
運
賃
に
関
す
る
全
国
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
２
０
１
５

年
４
月
２７
日
、
４
，
８
１
８
名
の
調
査
結

果
を
ま
と
め
、
厚
労
省
記
者
ク
ラ
ブ
で
記

者
会
見
を
行
い
公
表
し
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
５
月
１３
日
、
国
会
請
願
署

名
６２
万
筆
の
提
出
中
央
行
動
に
全
国
各

地
か
ら
家
族
会
員
１
６
２
名
が
参
加
し
、

紹
介
議
員
を
承
諾
し
た
議
員
は
１
７
４
名

（
参
議
院
５
９
議
員
、
衆
議
院
１
１
５
議

員
）
に
達
し
ま
し
た
。
こ
の
時
は
継
続
審

議
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
４
月
１
日
よ
り
、
西
鉄
が

精
神
障
が
い
者
へ
の
運
賃
割
引
を
実
施
。

２
０
１
８
年
１０
月
、
日
本
航
空
グ
ル
ー
プ

と
２
０
１
９
年
１
月
全
日
空
グ
ル
ー
プ
等

航
空
会
社
が
精
神
障
が
い
者
に
対
す
る
割

引
の
適
用
と
と
も
に
、
障
が
い
者
に
対
す

る
航
空
旅
客
運
賃
割
引
の
適
用
拡
大
を
し

ま
し
た
。

２
０
１
９
年
６
月
２６
日
（
２
０
１
６
年

か
ら
毎
年
取
り
組
ん
で
４
回
目
）
、
第
１
９

８
国
会
で
つ
い
に
衆
参
両
院
の
国
土
交
通

委
員
会
Ｊ
Ｒ
等
の
交
通
運
賃
割
引
制
度
を

精
神
障
が
い
者
も
対
象
と
す
る
請
願
が
採

択
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
２
０
２
１
年
４
月
１５
日
、
赤

羽
一
嘉
国
土
交
通
大
臣
へ
要
請
を
実
現
し

ま
し
た
。
岡
田
久
美
子
理
事
長
は
「
運
賃

割
引
の
実
現
は
、
所
得
補
償
観
点
か
ら
だ

け
で
な
く
、
精
神
障
が
い
者
の
み
が
制
度

か
ら
除
か
れ
て
い
る
状
態
が
、
自
分
た
ち

の
存
在
が
否
定
さ
れ
て
お
り
、
尊
厳
を
も

踏
み
に
じ
る
こ
と
、
差
別
偏
見
を
助
長
す

る
こ
と
に
も
な
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
、
同
年
６
月
１１
日
に
は
、
「
真

の
共
生
社
会
実
現
に
向
け
た
新
た
な
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
取
組
」
と
い
う
国
土
交
通
大

臣
指
示
が
だ
さ
れ
、
公
共
交
通
機
関
に
お

け
る
精
神
障
が
い
者
割
引
の
導
入
促
進
が

打
ち
出
さ
れ
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
選
挙
に
よ
り
斉
藤
大
臣
に
交

代
と
な
り
、
幾
度
と
な
く
国
会
質
問
で
こ

の
課
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
２
０
２
２
年
４
月
に
近
鉄
、
２

０
２
３
年
京
急
、
名
鉄
、
南
海
、
京
王
な

ど
、
大
手
私
鉄
も
精
神
障
が
い
者
運
賃
の

割
引
を
条
件
付
き
な
が
ら
実
施
と
な
っ
て

き
て
い
ま
し
た
。

◆
今
後
の
課
題

１０
年
に
も
及
ぶ
粘
り
強
い
運
動
で
や

っ
と
他
障
害
と
同
じ
地
点
に
立
て
ま
し
た
。

こ
の
成
果
に
確
信
を
持
ち
、
今
後
は
、
各

社
と
も
障
害
種
別
を
超
え
て
、
１
０
０
㎞

以
下
の
同
伴
条
件
も
廃
止
し
、
す
べ
て
の

手
帳
所
持
者
が
割
引
の
対
象
と
な
る
制
度

に
改
善
を
求
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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都
連
理
事
補
佐 

寺
澤 

元
一

本
年
三
月
中
旬
、
爽
や
か
な
青
空
の
下
、
仙
台
の

東
北
医
科
薬
科
大
学
に
お
い
て
、
表
記
の
学
会
が

「
社
会
に
伝
え
貢
献
す
る
精
神
医
学
」
を
テ
ー
マ

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
学
会
は
、
多
様
な
議
論
を

歓
迎
す
る
観
点
か
ら
、
そ
の
門
戸
を
精
神
科
医
だ

け
で
は
な
く
、
多
職
種
、
当
事
者
と
家
族
に
ま
で

広
く
開
い
て
お
り
、
私
も
家
族
の
立
場
で
参
加
し

ま
し
た
。
多
く
の
発
表
が
分
科
会
で
並
行
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
関
心
が
惹
か
れ
た
発
表
の
幾
つ

か
を
私
な
り
に
ま
と
め
て
、
以
下
に
ご
紹
介
し
ま

す
。 

一
、
国
立
病
院
機
構
仙
台
医
療
セ
ン
タ
ー
の
岡
崎

伸
郎
氏
は
、
日
本
の
精
神
保
健
福
祉
の
あ
り
方
を

根
拠
づ
け
る
精
神
保
健
福
祉
法
等
に
つ
い
て
、
抜

本
的
な
改
革
を
要
す
る
と
唱
え
ま
し
た
。 

【
要
旨
】 

精
神
保
健
福
祉
法
は
、
頻
繁
な
改
正
を
経
て
き

た
。
そ
の
骨
格
は
、
精
神
患
者
の
医
療
の
適
正
化

や
権
利
擁
護
を
規
定
す
る
部
分
と
、
精
神
障
害
者

の
福
祉
制
度
を
規
定
す
る
部
分
と
が
混
交
す
る

巨
大
な
複
合
法
で
あ
る
。
同
法
の
こ
の
性
格
が
精

神
保
健
福
祉
の
抜
本
的
な
改
革
を
困
難
に
し
て

い
る
。
ま
た
、
精
神
保
健
医
療
関
連
法
の
改
正
論

議
は
、
い
つ
も
社
会
を
震
撼
さ
せ
る
虐
待
や
殺
傷

事
件
を
契
機
に
、
公
安
的
・
反
社
的
な
対
応
に
議

論
が
集
中
し
、
精
神
医
療
が
抱
え
る
構
造
問
題
の

改
革
は
い
つ
も
積
み
残
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
中
、

二
〇
二
二
年
、
障
害
者
権
利
条
約
に
基
づ
く
障
害

者
権
利
委
員
会
が
対
日
審
査
の
結
果
と
し
て
総

括
所
見
を
公
表
。
「
障
害
を
理
由
と
し
た
差
別
的

な
強
制
制
度
」
で
あ
る
精
神
保
健
福
祉
法
の
廃
止

を
勧
告
す
る
厳
し
い
内
容
で
あ
っ
た
。
今
や
、
非

自
発
的
入
院
制
度
の
改
革
と
共
に
、
精
神
科
医
療

の
人
員
体
制
と
診
療
報
酬
を
一
般
医
療
水
準
並

み
に
引
き
上
げ
る
こ
と
で
、
精
神
科
医
療
の
抜
本

的
な
質
の
向
上
を
図
る
刷
新
が
必
要
で
あ
る
。 

二
、
近
年
、
社
会
的
入
院
等
の
解
消
の
た
め
、「
病

院
内
ケ
ア
か
ら
地
域
ケ
ア
へ
」
が
標
榜
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
家
族
依
存
を
軽
減
す
る
地
域
ケ
ア
が
必

要
で
す
。
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

精
神
保
健
研
究
所
の
藤
井
千
代
氏
は
、「
精
神
障
害

に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」（
以
下

「
に
も
包
括
」
と
い
う
）
に
お
け
る
早
期
介
入
と

多
職
種
連
携
の
必
要
性
を
論
じ
ま
し
た
。 

【
要
旨
】 

本
年
四
月
か
ら
施
行
の
改
正
精
神
保
健
福
祉

法
の
下
で
、
市
町
村
は
、
「
に
も
包
括
」
の
構
築

に
向
け
て
一
層
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。
他

方
、
独
自
調
査
に
よ
れ
ば
、
市
町
村
の
多
く
が
慢

性
的
な
人
手
不
足
に
陥
っ
て
お
り
、
約
半
数
が
精

神
保
健
相
談
で
困
難
事
例
を
抱
え
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
未
治
療
や
治
療
中
断
、
引
き
こ
も
り
、

虐
待
等
で
あ
る
。
対
策
と
し
て
、
市
町
村
は
、
保

健
所
や
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を
確
保
し
、
精
神
科
医
療
機
関
と
連
携

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
地
域
住
民
の
精
神
保

健
に
お
け
る
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
や
課
題
に
早
期

に
介
入
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
早
期
介
入
で

は
、
薬
物
療
法
よ
り
も
心
理
社
会
的
介
入
を
重
視

す
べ
き
場
合
や
、
生
活
課
題
へ
の
対
応
を
要
す
る

場
合
が
多
い
た
め
、
多
職
種
・
多
機
関
連
携
の
た

め
の
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
要
す
る
。 

三
、「
に
も
包
括
」
の
重
要
な
一
画
は
、
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
で
す
が
、
様
々
な
形
態
が
あ
り
ま
す
。
東
京

都
立
松
沢
病
院
の
西
宏
隆
氏
は
、
地
域
移
行
と
定

着
支
援
の
実
践
例
と
し
て
、
松
沢
病
院
が
実
施
し

て
い
る
新
た
な
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
を
紹
介
し
ま

し
た
。
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
普
及
が
望
ま
れ
ま
す
。 

【
要
旨
】 

昨
年
発
足
し
た
新
た
な
精
神
科
訪
問
看
護
の

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
チ
ー
ム
が
「
ラ
チ
ッ
タ
」
の
名

称
で
活
動
し
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
、
①
精
神
障

害
者
の
安
定
し
た
地
域
生
活
を
支
え
る
こ
と
、
②

当
事
者
の
リ
カ
バ
リ
ー
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
、

③
新
た
な
長
期
入
院
発
生
予
防
に
取
り
組
む
こ

と
の
三
つ
で
あ
る
。
従
来
の
訪
問
看
護
部
門
に
精

神
保
健
福
祉
士
と
作
業
療
法
士
が
加
わ
り
、
精
神

的
不
調
が
あ
る
方
が
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
、

多
職
種
チ
ー
ム
で
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

２ 



あ
お
き
会
訪
問
（
三
鷹
市
） 

都
連
副
会
長 

轡
田 

英
夫 

日
時 

２
月
22
日 

13
時
30
分
～
15
時
30
分 

場
所 

元
気
創
造
プ
ラ
ザ
内
会
議
室 

参
加
者 
９
名 

三
鷹
駅
で
会
長
の
土
屋
秀
雄
さ
ん
と
待
ち
合
わ

せ
し
て
会
場
に
向
か
い
ま
し
た
。
土
屋
さ
ん
は
大

分
ご
高
齢
と
お
見
受
け
し
ま
し
た
が
、
大
変
お
元

気
で
か
く
し
ゃ
く
と
し
て
い
ら
れ
ま
し
た
。 

三
鷹
市
役
所
前
の
バ
ス
停
で
降
り
る
と
、
市
役

所
は
大
分
築
年
が
古
い
よ
う
で
す
が
、
奥
に
あ
る
、

新
し
い
地
下
２
階
、
地
上
５
階
建
て
の
「
元
気
創

造
プ
ラ
ザ
」
内
の
会
議
室
が
会
場
で
し
た
。 

話
は
、
ま
ず
私
の
子
ど
も
の
、
い
じ
め
に
よ
る

不
登
校
、
精
神
障
害
の
発
症
、
そ
れ
へ
の
父
親
と

し
て
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。 

子
ど
も
は
自
閉
・
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
と
学
習
障

碍
が
あ
り
、
教
師
も
指
導
に
困
り
、
周
り
か
ら
は

い
じ
め
に
あ
っ
た
り
し
て
小
学
校
４
年
か
ら
不
登

校
、
中
学
は
１
日
も
行
か
ず
、
入
っ
た
高
校
は
６

月
で
中
退
、
旧
大
検
を
通
し
て
入
っ
た
大
学
も
、

レ
ポ
ー
ト
を
提
出
せ
ず
単
位
不
認
定
で
、
結
局
中

退
。
そ
の
間
に
統
合
失
調
症
を
発
症
。
現
在
は
自

宅
で
妻
と
三
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

子
ど
も
は
、
美
術
館
や
博
物
館
へ
行
く
の
が
好

き
で
、
障
害
者
手
帳
を
有
効
に
使
っ
て
私
と
一
緒

に
出
か
け
互
い
に
今
を
楽
し
く
生
き
て
い
ま
す
。 

こ
の
話
の
後
で
、
私
の
平
均
余
命
ま
で
の
間
に

私
と
妻
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
に
つ
い
て

話
し
ま
し
た
。 

①
お
金
の
事 

②
住
宅
の
事 

③
日
常
生
活
を

ど
う
過
ご
す
か
に
つ
い
て
順
次
話
し
ま
し
た
。 

①
の
お
金
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
遺
言
や
信
託

を
利
用
し
て
の
残
し
方
、
管
理
に
つ
い
て
は
。
成

年
後
見
制
度
や
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
活
用

に
つ
い
て
。 

②
我
が
家
は
戸
建
て
で
す
が
、
そ

れ
を
維
持
す
る
の
は
難
し
い
の
で
ど
う
す
る
か
？

更
に
、
様
々
な
Ｇ
・
Ｈ
の
形
態
が
あ
る
こ
と
を
紹

介
。 

③
様
々
な
社
会
資
源
の
活
用
に
よ
っ
て
過

ご
せ
る
よ
う
に
し
て
お
く
と
い
う
よ
う
な
事
を
話

し
ま
し
た
。 

 渋
谷
太
陽
の
会
を
訪
問
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

都
連
副
会
長 

植
松 

和
光 

 

久
し
ぶ
り
の
渋
谷
駅
、
平
日
に
も
関
わ
ら
ず
、

人
の
多
い
こ
と
、
特
に
外
国
人
の
多
さ
に
び
っ
く

り
し
な
が
ら
会
場
で
あ
る
渋
谷
パ
ル
コ
先
の
「
渋

谷
ね
ぼ
ら
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
へ
と
向
か
い

ま
し
た
。
新
し
い
渋
谷
区
役
所
、
渋
谷
公
会
堂
が

す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
と
て
も
立
地
条
件
の
い
い
所
で

す
。 

 

交
流
会
兼
学
習
会
は
４
月
１２
日
㈰
午
後
１
時

３０
分
か
ら
始
ま
り
、
午
後
３
時
３０
分
に
終
わ
り
ま

し
た
。
今
年
度
最
初
の
家
族
会
交
流
会
と
の
こ
と

で
、
渋
谷
区
の
福
祉
部
長
や
担
当
課
長
さ
ん
、
保

健
師
さ
ん
な
ど
多
数
が
お
見
え
に
な
り
挨
拶
を
し

ま
し
た
。
私
も
何
年
も
家
族
会
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
が
年
度
替
わ
り
に
こ
の
よ
う
に
行
政
の
方
が

ご
挨
拶
に
来
る
な
ん
て
こ
と
は
初
め
て
で
し
た
の

で
び
っ
く
り
で
し
た
。
渋
谷
太
陽
の
会
が
長
年
行

政
と
い
い
関
係
づ
く
り
を
し
て
い
る
の
が
わ
か
り

ま
し
た
。
参
加
者
は
ご
家
族
が
９
名
渋
谷
区
の
方

が
６
名
で
し
た
。 

 

最
初
の
学
習
会
で
は
、
東
京
八
王
子
市
に
あ
る

精
神
科
病
院
滝
山
病
院
事
件
に
関
連
し
て
「
滝
山

病
院
事
件
は
何
故
起
き
た
の
か
」
そ
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
１
時
間
ほ
ど
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
滝
山
病
院
は
東
京
で
は
数
少
な
い
身

体
合
併
症
患
者
、
特
に
人
工
透
析
の
長
期
療
養
患

者
を
受
け
入
れ
て
い
る
病
院
で
す
。
今
回
の
虐
待
、

暴
行
事
件
の
背
景
に
あ
る
も
の
①
理
事
長
、
院
長

の
無
責
任
体
質
②
看
護
師
の
仕
事
へ
の
関
心
の
乏

し
さ
③
医
師
の
職
場
環
境
へ
の
関
心
の
乏
し
さ
な

ど
問
題
点
を
説
明
し
ま
し
た
。 

次
に
身
体
合
併
を
抱
え
る
長
期
療
養
患
者
の
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
、
精
神
障
が
い
者
の
高
齢
化
が
増
々

進
み
高
血
圧
、
肝
臓
、
腎
臓
等
内
臓
疾
患
や
整
形

外
科
的
な
疾
患
が
増
加
す
る
。
現
在
、
急
性
期
の

受
け
皿
は
あ
る
程
度
あ
る
も
の
の
、
療
養
型
の
身

体
合
併
症
患
者
の
受
け
入
れ
病
院
増
設
が
急
務
と

な
る
の
で
、
特
に
、
都
立
病
院
が
慢
性
期
の
身
体

合
併
症
患
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る

こ
と
。
他
の
精
神
科
病
院
で
滝
山
病
院
と
同
様
の

虐
待
等
を
行
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
べ

て
の
病
院
調
査
を
す
る
こ
と
。 

 

交
流
会
は
３０
分
ほ
ど
、
参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆

さ
ん
が
近
況
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
と
て
も
、

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
家
族
会
で
し
た
。
太
陽
の
会
の

皆
様
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

３ 



                      

☆  

講 

演 

会 

の 

お 

知 

ら 

せ 

☆ 

○
障
害
年
金
を
学
ぶ
会 

日
時 

５
月
１８
日
（
土
）
１４
時
～
１６
時 

講
師 

社
会
保
険
労
務
士 

丸
橋 

俊
博
先
生 

会
場 

砧
総
合
支
所
成
城
ホ
ー
ル
４
階 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

集
会
室
Ｂ 

主
催 

せ
た
が
や
障
害
年
金
支
援
セ
ン
タ
ー 
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東
京
つ
く
し
会
「
障
害
年
金
相
談
」
を 

お
願
い
し
て
い
る
丸
橋
先
生
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。 

 

○
統
合
失
調
症
の
急
性
期
｜
入
院
と
退
院 

日
時 

６
月
８
日
（
土
） 

講
師 

精
神
科
医
・
大
泉
病
院
社
会
医
療
部
長 

 
 

 

山
澤 

涼
子
先
生 

主
催 

新
宿
フ
レ
ン
ズ 

会
場 
新
宿
フ
レ
ン
ズ
Ｈ
Ｐ
で ご

確
認
く
だ
さ
い
。 

  

 

      

  

我
が
家
の
近
く
に
は
播
磨
坂
さ
く
ら
並
木
が
あ

り
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
の
制
約
も
な
く
遠
方
か
ら
多

く
の
人
が
来
ま
し
た
。
若
葉
の
新
緑
に
変
わ
り 

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
沿
い
に
は
、
文
京
区
の
花 

つ
つ

じ
が
満
開
！
終
る
と
六
月
に
は
白
山
寺
社
の
あ
じ

さ
い
が
咲
き
私
達
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。 

 

夫
の
入
院
、
介
護
が
は
じ
ま
り
我
が
家
の
花
壇

の
花
も
私
の
心
を
支
え
て
く
れ
ホ
ッ
と
ひ
と
と
き

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
又
三
年
前
、
私
に
か
わ
い

い
小
さ
な
恋
人
？
が
出
来
ま
し
た
。 

 

通
園
で
家
の
前
を
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
通
り
、

そ
の
内
、
お
話
し
た
り
小
さ
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
お

手
紙
の
や
り
と
り
“
お
は
よ
う
”
元
気
な
声
が
私

を
元
気
に
し
て
く
れ
、
か
わ
い
い
出
会
い
に
感
謝

で
す
。
会
え
る
事
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て
待
っ
て
い
る

自
分
に
若
か
っ
た
頃
を
思
い
出
し
た
り
し
て
・
・

う
れ
し
い
で
す
。 

 

四
月
半
ば
運
賃
の
割
引
対
象
の
情
報
が
入
り
ま

し
た
。
京
成
・
今
年
の
六
月
、
東
京
メ
ト
ロ
・ 

 
 

八
月
、
阪
急
、
阪
神
・
来
年
一
月
、
Ｊ
Ｒ
、
西
武
、

東
武
、
小
田
急
、
相
鉄
、
京
阪
・
来
年
四
月
よ
り

割
引
対
象
に
な
り
ま
す
。
運
動
の
成
果
が
、
や
っ

と
一
気
に
動
き
願
い
が
叶
い
ま
し
た
。
行
動
範
囲

が
広
が
り
生
活
も
よ
り
豊
か
に
し
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。 

都
連
理
事 

前
山 

栄
江

 

このコ－ナ－は、家族会間やつくし会との情報交流の場です。より良い家族会活動のために役立つ場にしたいと 

思っています。載せたい情報を毎月 20 日までに、つくし会事務所にメ－ル（tsukushikai＠chorus.ocn.ne.jp）または 

FAX（042-453-7534）までお寄せください。 

【情報提供】  東京都障害者総合美術展作品募集のお知らせ  

応募締切 令和６年５月２４日(金) （消印有効） 

展示期間 令和６年７月１８日(木)～７月２２日(月)    展示会場 西武池袋本店７階南特設会場 

出品企画 絵画・写真 タテ＋ヨコの合計 220 ㎝以内(額装を含む) 

応募方法 ①出品申込書(作品の写真添付) ②返信用レターパック) ①②を郵送 

出品申込書送付先 〒162-0022 新宿区新宿 1-18-1 2 柳田ビル３階 財団法人日本チャリティ協会                    

              東京都障害者総合美術展事務局 TEL03-3341-0803 FAX03-3359-7964             

出品を希望される場合は、事務局に出品申込書、募集要項の送付をお問い合わせください。 
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東京つくし会事務局  

開設日変更のお知らせ 

東京つくし会事務局は、１月より

開設日が変更になりました。 

事務員の外出や休みなどで不在

のこともあり、ご迷惑をおかけす

ると思いますが、どうぞよろしくお

願い致します。 

 

開設日 ： 月・火・金 

（水・木・土日祝は休み） 

開設時間は変更ありません。 

（１０：００～１５：００） 
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